
 令和５年度 福井大学地域貢献事業支援金 

ST 上昇型急性心筋梗塞患者の直接搬送で実現する 

総虚血時間の短縮 

 

事業責任者： 宇隨 弘泰（医学部・准教授） 

 

概    要  

救急の現場から ST 上昇型急性心筋梗塞（STEMI）が疑われた心電図を現場から福井大学病院に伝送し院内

の循環器専門医が遠隔判定を行うシステムを福井県嶺北地域で運用する。STEMI が強く示唆された場合、

MC（メディカル・コントロール）下で緊急 PCI 可能な福井大学病院へ直接搬送することにより、地域の救

急病院経由した際の時間ロスを短縮する。これによって緊急カテーテル治療が困難な地域の病院への搬送を

回避し、救急隊接触から再灌流までの時間（EMS to Balloon Time）を短縮し救命率の向上と退院後 QOL
の維持を目指す。 
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 急性心筋梗塞、12 誘導心電図伝送、クラウド型救急医療連携システム、福井県死亡

率、心臓カテーテル治療 

 

 
福井県では、平成 12 年より急性心筋梗塞による死亡率が全国ワースト 10 位以内（男性）と低迷を続けている。

直近の統計である平成 27 年度ではワースト 7 位であり北陸地方の石川県の 24 位や富山県の 16 位と比べて著し

い差がある。特に三国町が位置する坂井市では急性心筋梗塞の死亡率が全国平均の 1.41 倍、永平寺町では、1.47
倍と過去 20 年以上改善されない状況である。 
救急現場のバイブルである JRC 蘇生ガイドラインでは，ST 上昇型急性心筋梗塞（STEMI）の早期診断が 90 分

以内の再灌流達成までの時間短縮へつながるため，病院到着前の 12 誘導心電図伝送を勧告しているが、福井県で

は普及が進んでいない。救急現場から 24 時間緊急カテーテル冠動脈形成術（PCI）治療可能な病院へ 12 誘導心

電図を伝送し直接搬送することで再灌流までの時間を短縮する。これらの活動を通じて全国ワースト 10 位以内か

らの脱却を目指し、よって地域住民の救命率の向上と退院後の QOL の維持を目的とする。 
 

 
 
事業責任者が救急部と開発した「クラウド救急医療連携システム」を用いて救急の現場から急性心筋梗塞・狭心

症が疑われた心電図を現場から福井大学病院に伝送し院内の循環器専門医が遠隔判定を行う。STEMI が強く示唆

された場合、MC（メディカル・コントロール）下で 24 時間緊急 PCI 可能な福井大学病院や福井県立病院および

福井循環器病院へ直接搬送することにより、搬送患者の重複時やカテーテル治療が困難な地域の救急病院を経由

した際の治療開始時間の遅延を回避する事が可能になる。同システムで救急隊接触から再灌流までの時間（EMS 
to Balloon Time）を短縮するスキームを福井県 福井・坂井医療圏で構築した。三国町および永平寺町を対象地域

として同地区の救急車に 12 誘導心電図伝送装置を配備し病院前 12 誘導心電図を測定するため、専用のタブレッ

ト型救急端末とモバイル 12 誘導心電計を事業支援金にて整備できた。    
令和 5 年度は、実証試験機材の準備と三国および永平寺地区での運用を働きかけた。三国地区は地域の事情に

より病院と救急とも導入は見送りとなった。永平寺地区では、永平寺消防本部の協力が得られ救急車に伝送シス

テムを配備し令和 6 年 4 月より福井大学病院と運用を開始する予定である。嶺南地域における社会貢献では令和

5 年 4 月より若狭消防本部の救急車 6 台と福井県ドクターヘリに自治体の費用負担で配備され３D 連携による広

域運用を開始した。県境を超えた広域連携では本システムの普及率が 100%に達した石川県南加賀医療圏の加賀市

救急隊から福井大学病院への伝送と搬送を受け入れている。若狭地区では高浜・おおい地区救急隊に本システム

が導入され本院循環器内科の支援にて京都府舞鶴共済病院に伝送と福井県民の搬送を受け入れて頂いている。 
 

 

 

令和 6 年 1 月には、「クラウド型救急医療連携システム」が研究段階から社会実装と地方の小規模自治体にて事

業化を成し遂げたことが評価され、令和５年度総務省ＳＣＯＰＥ成果展開推進賞を受賞した。（添付資料） 
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事業名称:ST上昇型急性心筋梗塞患者の直接搬送で実現する総虚血時間の短縮
事業責任者： 宇隨 弘泰（医学部・准教授）

令和５年度 地域貢献事業支援金

期待される研究成果及びその社会的意
義： 病院到着前に循環器専門医およ
び手術スタッフや手術室の準備を行うこと
で、急性心筋梗塞死亡率の全国ワース
ト10位以内からの脱却を目指す。

仮想プライベート
クラウド（VPC）
サーバー群

救急隊への的確な
MC指示と記録

SSL-VPN

目的：参加自治体の救急隊が「クラウド救
急医療連携システム」を用いて現場から12
誘導心電図と画像を24時間緊急治療が
可能な病院に伝送することで救急隊への応
急処置と精密な遠隔診断を可能にする。

現状の課題： 福井県男性の急
性心筋梗塞死亡率は、全国ワー
スト7位であり、平成12年から全く
改善されていない。
ST上昇型急性心筋梗塞は一刻
も早い再灌流療法が救命率に直
結する。（都道府県別年齢調整死
亡率の概況：平成27年石川県24位、
富山県16位、厚生労働省統計）

福井大学病院

勝山

加賀・小松.
能美

舞鶴

本事業分

既運用

広域連携

若狭

永平寺

関連キーワード： 急性心筋梗塞、12誘導心電図伝送、クラウド型救急医療連携システム、福井県死亡率、心臓カテーテル治療

今後の展開：地域の診
療所との連携を目指す

独自開発したクラウド救急医療連携システムを用いた救急救命DX

令和５年度総務省ＳＣＯＰＥ成果展開推進賞
今後の目標：導入が進まない福井県に対して住民への地道な周知活動を継続するとともに石川
県、京都府の医療圏と県境を超えた24時間緊急PCI対応病院と救急隊への普及を働きかける
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